
 

第２７号 住宅金融公庫２段階金利廃止に 

『不動産関連ニュース』 

公庫は、民間金融機関による提携融資とは別に行っている直接融資の貸出金利について、

設定方法を見直す方針を打ち出した。現状では、１０年目までの金利が低く、１１年目か

ら金利が上がる２段階方式を採っているが、それを廃止し今秋にも、全期間一律の固定金

利とする。これにより、民業圧迫といわれていた公庫の金利を段階的に引き上げ、現状の

仕組みを改革するのが目的。 
公庫の直接融資については、２００６年の独立行政法人移行後は、原則廃止となる見込み

であるが、現在は融資条件を厳しくして貸し出しを行っている。しかし、金利が引くいた

めにニーズも多く、民業圧迫といわれ続けていた。今回の２段階金利廃止には、全期間を

固定にすることで、結果として金利を引き上げることが狙い。 

用 語 集 

● 外断熱工法・・・建築物を断熱材ですっぽりと覆う工法のこと。蓄熱性のあるコンク 
     リートを外から守ることで、室内との同調化が図れる。建物の寿命も 

延びる。また、躯体の温度変化が小さいため結露によるカビ・ダニの 
繁殖を防ぐことができる。日本では認知度が低く建物の内側から断熱 
する“内断熱”が主流。 

● 床下換気・・・耐震性を高める布基礎が普及した結果、床下の湿度が上がり、木材腐 
      朽菌が増えて土台が腐食する問題が起きるようになった。そのため、 
      建築基準法施行令第２２条では、床下の換気について「壁の長さ５ｍ 
      ごとに布基礎に換気用の穴(300平方センチ以上)を設け、その換気孔 
      にねずみの進入を防止するための格子などを付けること」を義務付け 
      ている。ただし、他に有効な床下防湿の措置を講じた時は、換気孔を 
      設ける必要はない。 

●サーキューレーター・・・快適な室温を保つために、滞りやすい暖房の空気を循環させ 
             る装置。天井に取り付け、冷房とも併用する。暖房時には上 
             部に溜まりやすい暖かい空気を下方へ、冷房時には、下部に 
             溜まる冷たい空気を循環させる。室内の空気の質・温度を均 
             一にしてくれる。 

 

 
銀だらの揚げ煮 ほんのりカレー風味の揚げ煮 

 消化吸収促進、糖尿病に 


